
施設利用について変更等ある際には、支援センターブログでお知らせ致します。

来所についてわからないこと等なんでもよろしいです。どうぞいつでもお気軽にお電話を下さいね。

《3月の行事とおしらせ》

月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

ひなまつり

7 8 9 10 11 12

午前 ぴよぴよ

チューリップひろば （主に０歳児対象）

保健指導員相談日

14 15 16 17 18 19

とことこ

（主に１歳児対象）

21 22 23 24 25 26

春分の日 ぴょんぴょん

閉所 （主に２歳児対象）

28 29 30 31

<3月の主な行事>（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆３月１１日（金）　　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　　　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆３月１８日（金）　とことこ（主に１歳児対象）

☆３月２５日（金）　ぴょんぴょん（主に２歳児対象）

　　いよいよ3月です。春が近くまできていますね。支援センターは、沢山の雪に囲まれて、築山からのそりすべ

り、雪でケーキづくり等、まだまだ冬の遊びを十分楽しむことができますよ。ぜひ親子で遊びに来てくださいね。

新型コロナウイルス感染拡大の為、施設利用についてご理解ご協力を頂き、ありがとうございます。

令和４年 3月1日（火）発行

社会福祉法人愛護会 金ケ崎町子育て支援センター

金ケ崎町西根高谷野原1072 Tel 44－3365 Fax 34-3700 

Eメールkosodatesien@aigokai.jp （ファックス番号が変更になりました。）

金ケ崎町子育て支援センターは、 金ケ崎町立

西小学校西側にあります。

妊婦さんや0歳児から5歳児までの子育て親子

のあそびの場、育児・健康・食事についての

メール・電話相談を受け付けております。お気

軽にご利用ください。

☆月～土曜日まで

（祝祭日は除く）10時～16時

ちびっこひろばだより 3月号

金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

チューリップ広場開催日

（午前のみ）となります。

対象のお友達以外の利用は

できません。

金ケ崎町子育て支援センターの

利用について

・マスクの着用をお願いします。

・来所時の健康確認、検温をお願

いします。

・お弁当の持ち込みは、お休みと

なっています。

センター利用につきましては、金ケ崎町の対応

により、利用の制限がある場合があります。金ケ

崎町のホームページ・支援センターブログをご確

認の上、ご利用ください。また、支援センター行

事等の開催状況については、毎月発行の「ち

びっこひろばだより」やブログでお知らせします

ので、ご確認ください。
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参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）

（4歳ころ） 「～しながら…する」運動遊び・言葉への関心を高める

「～しながら…する」運動遊び～「片足を上げながら前に進む」といった、これま

では別々にしかできなかった２つの異なる操作を、ひとつにまとめあげることができる

ようになります。又全身のバランスをとる力が発達し、体を巧みに動かせるようになっ

てくる時期なので、全身を使った様々なあそびに挑戦しましょう。

曲に合わせて動こう
曲のリズムに合わせて動くことが楽しい時期です。「ピアノ

等のリズム、又は歌に合わせて歩き回り、曲が止まったらその

場で止まる」を繰り返して遊び、慣れてきたら、曲調に合わせ

て動きを変えて発展させていくと楽しいです。「この曲の時は、

ケンケン」「この曲の時はカエル」というようにリズムに合わ

せて動きを切り替え楽しみましょう。

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

生活や興味に関するなぞなぞ
なぞなぞは、子どもの話したいという気持ちを促し、知っ

ている言葉を使う喜びを味わうことができます。イメージし

やすい、生活・植物・動物・食べ物等に広げていくと楽しい

です。

「ご飯を食べた後に虫歯にならないように

することはなあに❔」…はみがき

「黄色い服を脱ぐと白くなる果物はなあに❔」…ばなな

バランスあそび
地面にぐにゃぐにゃに置いた長縄の上を渡り、ゴールで大人に

タッチをします。大事なことは、速く渡ることではなく、バランス

をとって歩くことです。じゃんけんのルールの理解ができるように

なってきた時には、チームに分かれてスタートをし、じゃんけんで

負けた人がまたスタート地点に戻る「ドンじゃんけん」という楽し

い遊びにもつながっていきます。

言葉への関心を高める～語彙数が大幅に増加し、聞いた言葉や覚えた言葉を積極

的に使って楽しむ時期です。言葉の獲得そのものを目標にするのではなく、身近な人

との応答的なかかわりの中で、自然と言葉に関心を持つ体験を重ねていくことが大事

です。

言葉のおもしろさを体験
一番大事なことは、温かい雰囲気の中で、大人やお友だちと言葉を交わし、ことばの面白さを感

じることです。自分の経験したこと、思っていることを伝える楽しさ、話を聞く楽しさ、絵本など

を通してイメージを広げる楽しさをいっぱい味わっていきましょう。

言葉を楽しむあそび
・回文（前から読んでも後ろか

ら読んでも同じ文）

…トマト・きつつき・

しんぶんし等

・しりとり

・言葉集め
（しろいものってなあに）

…とうふ・たまご・おもち等


